
新技術の概要

高性能固体電解質
低温作動・低コストSOFCを目指して

技術の詳細

文字は 游ゴシックBold 11～14Pt

・図・画像にて研究内容をアピールしてください

高イオン伝導度と高安定性を示す固体電解の開発

・従来技術の問題点であった、中低温で伝導度を

高くすることに成功した。

・SOFC材料はセラミックスに限られていたが、

金属材料の利用が可能になり、SOFCの動作温度

の低温化でより製造・維持の低コスト化が期

される

・新しい高イオン伝導体②,③を発見した。

・従来技術の問題点であった、中低温で伝導度

を高くすることに成功した。

・SOFC材料はセラミックスに限られていたが、

金属材料の利用が可能になり、SOFCの動作

温度の低温化により製造・維持の低コスト化

が期待される

・発見した新材料②と③は極めて広い電解質

領域と大変高い化学的・電気的安定性を示す。

本技術を適用した製品の高耐久性により維持

の低コスト化を期待

新しい酸化物イオン-プロトン伝導体
① Ba7-αNb4-x-yMo1+xMyO20+z

新しいイオン伝導体 ②Rb5BiMo4O16および③ Bi1.9Te0.1LaO4.05Cl

① Ba7-αNb3-x-yMo1+xMyO20+zのバルク伝導度を、
中低温で高くすることに成功。

300℃付近では酸化ビスマス固溶体より高い
伝導度。

高い酸素輸と極めて高い化学的・電気的安
定性を示す。



特許情報本技術のアピールポイント

技術の詳細（続き）

文字は

本技術①～⑥の特徴を生かすためには、SOFCとPCFCの電解質に適用することで
SOFCとPCFC動作温度の低温化のメリットが大きいと考えられる。
上記以外に、SOEC, センサー, 触媒, 酸素ポンプ，水素ポンプ，電池としての利用
も期待される。

・イオン伝導体として新しい結晶構造の
探索を行うことにより高イオン電導性
と安定性を併せ持つ化合物を見出した

・中低温での電導度の向上に成功し
SOFC動作低温化でセラミック以外の
金属材料も利用可能とできる。

お問い合わせ先：

国立大学法人東京科学大学 産学共創機構

ind.ip@adm.isct.ac.jp

用途分野

SOFCとPCFCの電解質に適用することで
SOFCとPCFC動作温度の低温化

SOEC, センサー, 触媒, 酸素ポンプ，水素
ポンプ，電池としての利用
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新しい高プロトン伝導体
④ Ba2LuAlO5

⑤関連物質
⑥ Ba5Er2Al2ZrO13

・従来来技術の問題点であった、

中低温で伝導度を高くすること

に成功した。

・PCFCの動作温度の低温化により

製造・維持の低コスト化が期待

される

想定される用途


